
6 / 16 ** ： **

6 / 18 20 ： 00

6 / 25 21 ： 30

6 / 26 21 ： 30

7 / 2 21 ： 30

7 / 14 21 ： 30

7 / 15 ** ： **

先月の振り返り: 5月のドル円相場は108円前半～105円後半で推移。前半は日本がGWだったこともあ
り、やや円高気味で推移する中、米雇用統計の結果が戦後最悪となったものの、指標悪化を織り込
んでいたのか、悪材料にもかかわらず想定外のドル買いとなった。その後も新型コロナに対する警
戒が続いているが、ロックダウンを解除する国や経済活動再開に向けた動きを模索する国が増えて
きたことで楽観論が優勢となり、それに伴う原油需要の回復が見込まれ、原油市場で4月のような暴

落相場が無かったことも後押しに。原油高、株高に引っ張られるようにドル円も底堅く推移した

が、コロナ第2波の警戒や香港問題などの米中対立が激しさを増してきたこともあり、上値は重いま

まだった。
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EXTRA VISION

　日銀金融政策決定会合

　英中銀政策金利

　米ＧＤＰ確定値

今後の展開: 世界中で新型コロナウイルス感染者は増え続けているが、欧米で経済活

動再開の動きが進んできたことや経済指標が予想ほど悪くなかったことで、リスク選

好ムードが広がってきた。マーケットも最悪期を脱しつつあると判断し、復興相場と

いう期待感が大勢を占めてきたことで、堅調に推移している。しばらくこの流れが継

続していくと思われるが、香港問題、米中貿易問題、コロナウイルス第2波への警戒

などはリスク要因となりえるだろう。冷静にポジションを構築したい。

　個人消費支出

　米雇用統計
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


